




















































































































































































































＜記述例 2-1＞ FLASH ファイルをパブリッシュ 
<BODY bgcolor = BLACK> 
  <bgsound src = "m0.mid" loop="1"> 
  <DIV style="z-index:1; position:absolute; top:18;left:18;">  
<object classid="clsid:d27cdb6e-ae6d-11cf-96b8-444553540000" 
codebase="http://download.macromedia.com/pub/shockwave/cabs/flash/swflash.cab 
#version=6,0,0,0" width="640" height="480" id="flash.swf" align="middle"> 
 <param name="allowScriptAccess" value="sameDomain"> 
 <param name="movie" value="flash.swf"> 
 <param name="quality" value="high"> 
 <param name="bgcolor" value="#ffffff"> 
 <embed src="flash.swf" quality="high" bgcolor="#ffffff" width="640" 




  </DIV><DIV style="z-index:2; position:absolute; top:0;left:0;"> 
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＜記述例 2-2＞ 絵本構成１のページのソース表示（一部抜粋） 





<iframe src="../p0/e0.htm" height="515" width="676" marginwidth="0" 
 marginheight="0" scrolling="no" name="frame1" frameborder="0" 
 border="0"></iframe>  
</td><td> 
<iframe src="../p0/b0.htm" height="515" width="296" marginwidth="0" 
 marginheight="0" scrolling="no" name="frame2" frameborder="0" 





































 if(event.keyCode==39){nexthtml();} /*right_yajirusi_key*/ 
if(event.keyCode==40){nexthtml();} /*up_yajirusi_key*/ 
 if(event.keyCode==37){backhtml();} /*left_yajirusi_key*/ 
if(event.keyCode==38){backhtml();} /*down_yajirusi_key*/ 
} 





















↑絵ﾍﾟｰｼﾞ        ↑文章ﾍﾟｰｼﾞ
図2-6　絵本フォルダとファイルの構成
＜記述例2-3＞　外部 Java ScriptファイルChange.jsソース表示
図2-7　 の作品（絵と文章別エリア）
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図 2-8基本構成２の作品（文章入りの絵）
図 2-9 WebEffectのアルバム使用例
３．まとめと今後の課題
　従来の方式のJavaScriptを使用した絵本制作
では、数枚の画像のアニメーション合成を行っ
たため、動きがぎこちなく見え、少しずつ変化
させた画像をきめ細かく多くの画像を作成し合
成する必要があり作業が多かった。また、様々
な効果を得るためには、JavaScriptを正確に記
述する比較的高度な知識が必要であった。
　これに対し、今回のPowerPointやWeb Effect
を用いることにより、直観的な操作によって画
像の動きや文字のアニメーションなどの効果が
比較的簡単に組み合わせて実現が可能となっ
た。また従来のWeb絵本に比べ動きのなめらか
さと様々なインパクトある多彩な表現が可能と
なる利点が多くあった。PowerPointは一般的に
使用されており、比較的簡単に制作可能である。
FLASH動画作成については、Web Effectの基本
的な操作を理解してから行う必要があるが、素
材（画像・テキスト）に対し複数の効果を重ね
合わせることができるメリットがある。また、
どちらもWeb形式ファイルに変換可能のため、
一般的なパソコン環境があれば作品の提示が可
能である。
　これらの検討によって、１年次の専門教科「教
育情報処理演習」においてのデジタル絵本制作
は、授業回数（５回予定）の制約があること、
また一般的なプレゼンテーションの技法が高め
られることから、PowerPointを用いたデジタル
絵本制作に取り組むことが現時点では最良の選
択と考える。また、FLASH動画作成は将来の
教材コンテンツ作成に応用できる可能性が大い
にあり、基本的な知識習得のための演習も行い
たい。
　専門教科「専門特別演習(マルチメディア入
門)」においては、今回検討し、試みた手法を
用いて、PowerPointやWeb Effectで作成した
ページを複数組み込んだ完成度の高い絵本制作
を目指し取り組むこととした。
　今後、ゼミ学生たちが自分たちの作品を幼稚
園や保育園の現場の子ども達の前で、実際に体
験してもらい、問題点や子ども達の反応などを
検証し、今後の取り組みに生かしたい。
　また、前回からの課題であった実際の保育現
場でデジタル絵本を提示する場合、キーボー
ドやマウスを使用しない方法のひとつとして、
レーザーポインターのボタン操作（送る・戻る）
で対応できるような仕組みも追加した。将来は
タッチパネルや音声判断等の入力手段を利用し
たインタラクティブ（双方向的）な教材の制作
の検討も行いたい。
図2-8　基本構成２の作品（文章入りの絵）
図2-9　WebEffectのアルバム使用例
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